
自分らしく  とことん追究できる子ども！ を目指して 

～第 4回公開学習指導研究会を終えて～ 

 

 10月 19日（土）、「自分らしく とことん追究できる子ども」をテーマに、第 4回の公開学

習指導研究会を行いました。全クラスで授業を公開し、長野県内の幼保、小、中学校、特別支援

学校、大学の教職員の皆さんや大学生・大学院生の皆さん、また、県外からも、山形県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、京都府、大阪府、広島県と、１４０名を超える皆さんにう

ちの子ども達の学びの様子、先生方の指導の様子を見ていただき、研究協議しました。 

以下は、参加者の皆さんの感想です。 

                                     

 

諏訪市立上諏訪小学校  

令和６年 10月31日(木) 

    Ｎｏ.５ 

【６年生：自由進度学習】それぞれの子どもが、自分のやりたい活動や目標に向けて一生懸命取り

組んでいるのが印象に残りました。友達と話し合って進める子、落ち着いた静かな環境で黙々と進

める子、集中現象なのか、周りにたくさんの人（参観者）がいる中で、絵だけに向き合って進める

子、様々な姿がありました。決められた場所で机に向き合ってが正解ではなく、自分の集中できる

好きな場所や環境でできることの大切さを感じました。個を尊重して、いきいきと活動している子

どもたちの姿や、子ども達を受け入れる先生たちの温かい環境が素晴らしかったです。（市内 教師） 

【４年生：白紙単元学習】まず、電動ろくろがあれだけの台数用意されており、子ども達が静かに自

分の作品と向き合っている状況に本当に圧倒されました。子ども達それぞれが、自分のものに最後ま

で向き合って没頭しているあの姿は、やはり先生方の細やかな部分までの子ども理解、熱心な教材研

究の賜物だと思います。子どもの本来の姿があれで、子ども達からあのような真剣な姿勢や出来上が

った時の笑顔を引き出すために、教師はどのような仕掛けを作るのかがとても大切であると感じるこ

とができました。今回の研究会で子ども達と先生方の姿、学校の環境から学ぶことは本当に多くあり、

自分の学校に戻ってからまた子ども達にかえしていかなければならないと感じました。生活や総合を

どのような位置付けで行うか、子ども達の没頭できる「材」は何かを、正しい子ども理解をした上で

しっかりと考えていきたいと思います。来年も楽しみにしています。ありがとうございました！ 

                                      （大阪府 教師） 



【全体】廊下に色水のペットボトルがおいてあり、児童会？の廊下歩行の取り組みが伝わってきま

した。子どもが主体となって作られていく上諏訪小学校のパワーを感じました。体育館前の廊下の

掲示物も、各学級が取り組んでおられる活動から学校のエネルギーを感じました。上諏訪小学校の

子どもたちや先生方から元気をもらいました。ありがとうございました。（北信 教師） 

このほか、こんな所も見てくださった参加者の方もいました。 

すてきな子ども達の学びの姿！先生達も頑張っている上諏訪小です！！ 

【今後の主な行事予定】 

 １１月 １日(金) すわっこ学習の日 

１５日(金) 音楽会 

１６日(土) ＰＴＡ焼きイモ会 

    ２２日(金) 第２回クラブ活動 

    ２７日(水) ６年修学旅行(～28日) 

    ２９日(金) ６年生振替休業 

 

１２月 ４日(水) 諏訪市子ども会議 

１１日(水) ５・６年スケート教室  

      １３日(金) ３・４年スケート教室 

      ２０日(金) １・２年スケート教室 

 冬休み１２月２５日(水)～１月７日(火) 

【５年生：白紙単元】自分の削っているペーパーナイフを、とても愛しそうに触れる子どもの姿が印象

的でした。自分のものを大事に、自信をもてることは、すごく素敵なことだと思います。（東信 教師） 

【２年生：白紙単元】子どもたちの声を拾い、教師が「どうしてそう思ったの？」と聞き、子ども

たちの意見を受け入れ、アイデアがどんどん広がっていった。「もっとやりたい！」「終わるの早

い！」などの子どもたちの声もあり、それほど楽しく夢中になって蚕への愛情をもって取り組んで

いた。自分自身も子どもたちの声をよく聞き、答えを出す大人ではなく、子どもと一緒に考えて答

えを探し、「もっとやりたい！」の活動をし、全てをやり終えて達成感に満ちた保育ができるよう

にしたいと感じた。先生が楽しむことで子どもも楽しんでいた。明るい雰囲気の中で安心感をもっ

て過ごしていた。（市内 保育士） 

【１年生：教科学習】1年生の算数。子どもの実態、変容に合わせて、指導内容を変えていくという

「柔軟性は大切だと感じました。自由に形をつくる中でも「つなぐ」「かこむ」というルールをし

っかり押さえた事でねらった姿に楽しみながら近づけたと思いました。（千葉市教育委員会） 

【３年生：教科学習】3年生の社会の授業。太養パンの人気の秘密を考える、身近なお店が教材にな

って、総合（白紙）のパンづくりとも関わって子どもが自分ごとに考えるとてもいい教材だと思い

ました。写真や地域の方への聞き取りなど、これからもっと子どもたちがあれこれ思い出しながら

言い合えるのだろうなぁと思いながら見ていました。私も買いに行きたいと思います。（郡内校長） 

2024年も残すところあと２ヶ月。 
来月は「音楽会」もあります。 
是非ご来校ください！ 


